
はじめに
　電気機器の開発においては、電気機器が出す電磁ノイズの
大きさを測る「エミッション」と、電気機器の電磁波による誤動
作の有無を確認する「イミュニティ」の試験等、ＥＭＣ試験が不
可欠です。これらの試験は主に電波暗室を用いて行いますが、
より小型の装置で行えるよう工夫したものがＧＴＥＭセルです。
　電波暗室と異なる点は、試験可能な供試品のサイズです。
GTEMセルの内部は図１のようになっており、天井付近にセプ
タム（導体板）が設置されています。セプタムに電圧をかけるこ
とで内部に電波暗室と同等の電磁界を発生させます。この時、
電界の強度はＧＴＥＭセル内の位置により異なりますが、中心
付近では6dB以内に収まるように設計されています。当セン
ターに設置しているＧＴＥＭセルでは25cm×25cm×25cmの
範囲で電界強度がこの範囲に収まる仕様となっており、これが
ＧＴＥＭセルで試験可能な供試品の最大サイズに該当します。

　しかしながら、当センターで行っているＥＭＣ試験はあくまで
本試験前の予備試験に位置づけられるもので、試験条件を厳
密にすることよりも、ある程度誤差を許容してサイズの大きい
供試品についても予備試験を行えるようにすることも重要で
す。とはいえあまりに本試験との隔たりが大きくなると予備試
験として意味の無いものになってしまいます。誤差の許容値の
一つの基準は、GTEMセルが満たすべき均一性として定めら
れている0dB～+6dBの範囲に収まるかどうかです。これは例
えば試験したい電界強度が10V/mのとき、10V/m～20V/m
の範囲が該当します。供試品が仕様範囲の外側に出ていても、

電界強度がこの範囲に収まれば試験結果への影響は小さく、
電界強度が規定より高くなることについては、ある程度許容で
きると考えられます。そのような条件で機器が誤作動を起こさ
なかった場合、本試験でも誤作動を起こさないことが十分期待
できるからです。反対に電界強度が低くなってしまっては予備
試験として不適当となります。
　このような観点からＧＴＥＭセルの仕様範囲の外側で電界強
度がどのように変化しているのかを実際に確認するために、
GTEMセル内の各点で電界強度の均一性を調査しました。

実験と結果
　ＧＴＥＭセルをイミュニティ試験モードで動作させ、セル内の
各位置での電界強度を測定しました。電界強度は電界セン
サーを用いて測定し、測定範囲は仕様範囲の中心を基準とし、
底面に垂直な面内で測定を行いました。
　その結果、電界強度が0dB～+6dBに収まる範囲は図２に紫
線で示した範囲となっていました。仕様範囲の中心以上の高さ
では、80cm程度の範囲に渡って0dB～+6dBに収まりました。
電界強度はセプタムに近いほど強くなり、反対に底面近くでは
低くなりました。また、水平方向では中心よりも側壁に近いほど
低下し、側壁間際では-5dB～-10dB程度低下しました。

　これらの結果から、サイズが25cmを超えるような供試品に
ついてEMC試験を行う場合、図２に紫線で示した範囲に収まる
ように設置することで、試験結果の有効性が損なわれないよう
にできると考えられます。
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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気通信係　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

電磁波妨害評価試験装置(GTEMセル)における
試験体ボリュームによる影響評価
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はじめに ～凍結昇圧法とは～
　凍結昇圧法は当センターが発明した技術で耐圧容器と冷凍
庫があれば簡単に高圧（約230MPa）を発生できる技術です。
通常、水は凍結により膨張しますが（図１左）、耐圧容器内で容
積一定の状態で水を凍らせると容器の内部に高圧が発生しま
す（図１右）。この高圧を利用し、細菌、酵母、カビ等の微生物を
殺菌することができます1-3）。この方法は加熱を伴わないため
食材そのものが持つ風味や特長を損なわない殺菌技術として
期待できます。

水出し茶の菌増殖抑制効果の検証
　玉露および碾茶の水出し茶を作製し、10℃冷蔵保存におけ
る凍結昇圧処理の有無による菌増殖性を比較検証しました。
　いずれの水出し茶においても凍結昇圧処理をしない場合で
は1週間程度で菌は増殖しましたが、凍結昇圧処理をした場合
では２ヵ月経過後も菌は増殖せず、菌増殖抑制効果があること
が確認されました（図２）。

また、抽出直後および凍結昇圧直後の水出し茶は無菌ではなく、
凍結昇圧直後の水出し茶から検出された菌は芽胞菌でした。
　以上から凍結昇圧法による水出し茶の菌増殖抑制効果は、
芽胞菌の増殖型（栄養型）を損傷し、10℃冷蔵保存中に芽胞が
発芽しないために菌の増殖が抑制されたものだと考えられま
す（芽胞菌の不活性化）（図３）。

CFRP耐圧容器の試作
　凍結昇圧容器は、操作性は非常に単純ですが、非常に重いと
ころが難点です。そこで、今回は鉄の5倍の引張強度を有した
CFRPを用いた軽量化、小型化圧力容器の試作・検証を行いま
した。

　内部に満たした水が凍結する際に発生する圧力について、富
士フイルム製の圧力発色シート（10MPa、50MPa,130MPa）
の発色により、10～50MPa（水深100～500m相当）の圧力が
発生していることが確認されました。（図５）
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凍結昇圧法を用いた京都食材の
菌増殖抑制効果の検証
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　京都宇治の高級茶葉である玉露・碾茶から抽出した水出し茶の凍結昇圧法による菌増殖抑制効果を検証し、冷蔵保存条件で菌の増
殖を抑制できることを確認しました。また、CFRP製耐圧容器試作品で凍結昇圧実験を試み、既存の凍結昇圧容器には及ばないものの
一定の高圧が発生することを確認しました。

　技術センターでは中小企業のＥＭＣ対応力向上のために、電波暗室に加えて、小型で同様の測定が可能なＧＴＥＭセルを導入していま
す。ＧＴＥＭセルが通常の電波暗室と大きく異なる点は、試験可能な供試品が小型のものに限定されているところです。当センターのＧＴ
ＥＭセルでは各辺25cmが仕様上の上限ですが、これを上回るサイズの場合、どの程度試験条件が変わるのか実際に測定してみました。

図２　実際の測定結果

図１　GTEMセル内部と仕様上の電界強度均一範囲

図３　凍結昇圧法による殺菌および不活化
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図４　CFRP製耐圧容器の設計及び試作品

図１　凍結昇圧法の原理

図２　水出し茶の菌増殖抑制効果の検証結果 図５　圧力発色シートによる検証
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